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 退
院
後
は
営
㌻
←

 「
静
養
ホ
ー
ム
た
ま
ゆ
ら
」

 の
火
災
で
は
、
都
内
の
生
活
保

 護
受
給
者
が
越
境
し
、
無
届
け

 施
設
で
暮
ら
す
実
態
が
明
ら
か

 に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
行
き
場

 の
な
い
高
齢
者
が
増
え
る
一
因

 と
し
て
、
退
院
後
の
受
け
皿
不

 足
が
指
摘
さ
れ
る
。
東
京
・
山

 谷
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
施
設
で

 は
、
医
療
や
介
護
の
必
要
な
状

 態
で
退
院
し
て
く
る
人
の
入
居

 が
長
期
化
し
、
入
居
待
機
者
が

 増
加
の
一
途
だ
。

 (寺
田
理
恵
)
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上

 旦
雇
い
労
働
者
が
暮
ら
す
東

 京
・
山
谷
地
区
に
も
高
齢
化
が

 押
し
寄
せ
、
車
い
す
利
用
者
や

 認
知
症
患
者
が
増
え
て
い
る
。

 「
旅
館
」
「
ホ
テ
ル
」
と
看

 板
を
掲
げ
た
簡
易
宿
泊
所
が
並

 ぶ
一
角
。
生
活
保
護
を
受
け
る

 小
林
一
郎
さ
ん
(65)U仮

名
11

 は
三
畳
ほ
ど
の
自
室
で
在
宅
酸

 素
療
法
を
使
い
な
が
ら
暮
ら

 す
。
体
に
酸
素
を
十
分
に
取
り

 込
め
な
い
た
め
、
鼻
孔
に
着
け

 た
管
を
通
し
て
濃
縮
し
た
酸
素

 を
吸
入
す
る
。

 自
室
で
在
宅
酸
素
療
法
を
使
う

 人
も
。
退
院
後
の
受
け
皿
不
足

 は
深
刻
だ
目
東
京
・
山
谷
の

 「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
ふ
る
さ
と

 ホ
テ
ル
三
晃
」

 東
北
出
身
の
小
林
さ
ん
は

 「
故
郷
に
子
供
た
ち
を
残
し
て

 出
稼
ぎ
に
来
た
ま
ま
、
蒸
発
し

 た
」
と
い
い
、
「
東
京
と
は
芋

 の
味
が
違
う
」
と
、
古
里
の
秋

 の
風
物
詩
、
芋
煮
会
を
懐
か
し

 む
。
「
田
舎
に
い
る
方
が
い
い

 と
思
う
け
ど
、
今
さ
ら
帰
っ
て

 も
、
家
族
に
負
担
を
か
け
る
」

 と
話
す
。

 小
林
さ
ん
が
暮
ら
す
の
は
、

 「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
ふ
る
さ
と

 ホ
テ
ル
三
晃
」
。
ホ
ー
ム
レ
ス

 行
き
場
の
な
い
高
齢
者
、
増
加

 ゆう響盤

 医療費削減で社会的入院減り一

 行き場のない高齢者が増える背景と
 して、退院が促進され、「社会的入
 院」が減っていることが指摘されてい
 る。かつては、入院治療の必要がなく
 なっても、病院にいられるケースがあ
 った。しかし、医療費を減らすため、10
 年ほど前から、入院日数が長くなると
 病院収入が減る仕組みが導入された。

 急性期や回復期、慢性期など、患者
 の状態に応じた病院の機能分化が進
 み、急性期病院では2～3週間で退院
 が促されるように。診療報酬は一般
 に、医療行為が多いほど増える出来高
 払いだが、急性期病院では、病気によ
 って報酬が定額で決まる「DPC(診
 断群分類)」を導入する所が増え、よ
 り入院が短縮化されている。また、療
 養病床の削減も、退院後の受け皿不足
 の一因といわれている。

 経
験
者
を
支
援
す
る
NPO法

 入
「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
る

 さ
と
の
会
」
(東
京
都
台
東

 区
)が
、
簡
易
宿
泊
所
を
改
装

 し
て
運
営
す
る
。
生
活
保
護
費

 で
払
え
る
入
居
費
用
で
、
職
員

 が
24時
間
常
駐
。
食
事
や
医
師

 ・
看
護
師
の
指
導
に
基
づ
い
た

 服
薬
の
見
守
り
な
ど
の
サ
ポ
ー

 ト
を
行
い
、
必
要
な
人
に
は
往

 診
や
訪
問
看
護
も
手
配
す
る
。

 小
林
さ
ん
は
、
2年
前
に
救

 急
搬
送
先
の
病
院
で
肺
気
腫
と

 慢
性
呼
吸
不
全
と
診
断
さ
れ
、

 都
内
の
福
祉
事
務
所
の
紹
介
で

 入
居
し
た
。
訪
問
看
護
を
利
用

 し
、
入
浴
や
在
宅
酸
素
の
管
理

 に
援
助
を
受
け
る
。
入
退
院
を

 繰
り
返
し
て
お
り
、
1人
で
の

 生
活
は
困
難
だ
。

 ふ
る
さ
と
の
会
は
、
社
会
的

 入
院
を
し
て
い
る
人
な
ど
が
民

 間
ア
パ
ー
ト
に
移
る
た
め
の
一

 時
的
な
住
ま
い
を
提
供
し
て
き

 た
。
地
域
生
活
に
つ
な
げ
る
中

 間
施
設
の
は
ず
が
、
入
居
が
長

 期
化
し
て
い
る
。
在
宅
酸
素
や

 「
-

 「
退
院
後
の
行
き
場
に
困
る
の
は
、
生

 一
活
保
護
受
給
者
に
か
ぎ
ら
な
い
。
入
院

 日
数
の
短
縮
化
で
、
在
宅
酸
素
や
胃
ろ

 う
な
ど
を
使
う
人
が
退
院
し
て
く
る

 が
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
在
宅
が
難
し

 い
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。

 退
院
を
求
め
ら
れ
た
患
者
の
相
談
を

 受
け
る
「
サ
ン
ユ
ウ
退
院
支
援
セ
ン
タ

 ー
」
(東
京
)の
山
田
理
史
所
長
は

 「
仕
事
で
昼
間
家
に
い
な
か
っ
た
り
、

 老
老
介
護
で
家
で
み
ら
れ
な
い
と
い
う

 匿蔭の相談が多いLと尋.

 病
院
を
出
さ
れ
て
困
る
事
例
が
都
内
で

 多
く
、
半
年
前
に
事
業
を
立
ち
上
げ

 た
。
退
院
を
延
ば
す
交
渉
の
ほ
か
、
介

 護
老
人
保
健
施
設
(老
健
)や
都
心
か

 ら
離
れ
た
病
院
な
ど
退
院
後
の
行
き
先

 探
し
も
行
う
。

 低
所
得
者
で
も
入
れ
る
公
的
介
護
施

 設
は
、
医
療
の
必
要
な
人
を
敬
遠
し
が

 ち
。
老
健
に
は
常
勤
医
が
い
る
が
、
薬

 代
や
常
勤
医
以
外
に
か
か
る
費
用
が
老

 健
の
持
ち
出
し
と
な
る
。
特
別
養
護
老

 入
ホ
!ム
は
医
師
が
非
常
勤
の
上
、
看

 胃
ろ
う
な
ど
、
医
療
や
介
護
を

 必
要
と
す
る
人
が
増
え
た
た
め

 だ
。 ホ
テ
ル
三
晃
で
は
、
他
施
設

 か
ら
受
け
入
れ
た
ケ
ー
ス
の
40

 劣
を
「
病
院
か
ら
」
が
占
め

 る
。
入
居
者
81人
(今
年
1

 月
)の
う
ち
、
要
介
護
認
定
を

 受
け
た
人
は
57傷

に
の
ぼ
る
。

 入
居
待
機
者
が
増
え
続
け
て
い

 る
と
い
う
。

 同
会
の
滝
脇
憲
理
事
は
「
病

 院
を
急
に
出
さ
れ
る
た
め
、
緊

 急
入
居
も
多
い
。
以
前
は
『
3

 カ
月
後
に
退
院
』
だ
っ
た
の

 が
、
3年
前
か
ら
『
ー
カ
月

 後
』
に
な
り
、
『
再
来
週
』

 『
来
週
』
『
明
後
日
』
と
次
第

 に
短
く
な
っ
て
い
る
。
従
来
の

 福
祉
施
設
に
は
適
さ
ず
、
心
身

 の
状
態
と
住
ま
い
に
ミ
ス
マ
ッ

 チ
が
あ
る
」
と
話
す
。

 退
院
後
も
医
療
や
介
護
が
必

 要
な
人
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
組

 み
合
わ
せ
て
手
配
す
る
支
援
が

 必
要
だ
。
同
会
は
「
た
ま
ゆ
ら

 の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

 に
、
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

 し
て
在
宅
で
支
え
る
仕
組
み
を

 構
築
す
べ
き
だ
」
と
し
、
老
朽

 ア
パ
ー
ト
の
建
て
替
え
な
ど
で

 都
内
に
支
援
付
き
住
宅
を
増
や

 す
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

 治療後の生活はお金次第

 護
師
の
配
置
が
少
な
い
か
ら
だ
。

 医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ら
で
つ

 く
る
「
転
院
問
題
を
考
え
る
会
」
(東

 京
)の
安
仁
屋
衣
子
さ
ん
は
「
急
性
期

 病
院
が
都
心
部
に
多
い
一
方
、
転
院
先

 は
郊
外
を
探
せ
ば
あ
る
が
都
心
部
に
は

 少
な
い
。
そ
の
た
め
、
有
料
老
入
ホ
ー

 ム
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
費

 用
を
支
払
え
る
人
だ
け
の
選
択
肢
。
急

 性
期
の
先
の
リ
ハ
ビ
リ
、
療
養
、
介
護

 が
お
金
次
第
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘

 し
て
い
る
。


